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1.はじめに

建設現場での社員・作業員の安全確保は最も基本的で重要な事項と言える。日常的な作業の安全確保はもち

ろん、地震など突発的な災害に対しても十分な配慮が必要である。これまでも緊急地震速報導入のためのアンケ

ート調査等が行われてきたが、広い建設現場で社員・作業員全員にどう情報を伝達するかなどの問題点が指摘さ

れてきた:そこで、 GPS携帯電話を用いて地震の大きな揺れが来る前に地震が来ることを伝え、さらにその位置

情報を伝達する「災害情報システム」を開発するとともに建設現場で働く方にお願いして実証実験を行った。

2.実験方法

( 1)システムの概要

「緊急地震速報→安否確認→応援要請」という内容の情報そ携帯電話に送信されるメールによって共有するこ

とにより、現在置かれている状況をいち早く、また複数の情報を一度に把握することが可能となる。今回の実験

では(株)フアルコンが開発中の C-Castメールシステムをカスタマイズした。 C-Castメールシステムは、携帯

電話に対するメールの配信・応答集計を行うことが可能な、 1凡用的メールシステムとして構築したものである。

特にGPS携帯電話の位置情報を利用して、情報の受信者の位置に合わせて動態的に災害に関する情報を受信す

るとともに、その後の事業復旧に関わる応援要請や、受信者側の対応状況について返送可能な仕組みになってい

る。また配信内容などのカスタマイズ性も非常に高く、操作も簡略化されたものになっている。

盤蓄量購幸重苦朝関した重量諜時重量重量翠噂
時た品開3革審f管轄シ3え苧A

図 1 本システムの概要
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( 2)実験の概要

10台の携帯電話を 3箇所の建設現場(ここでは仮に A，B， Cとする)各3台ずつ、およびー箇所の営業所を

管轄事務所として携帯 l台とサーバを置き、現場監督・工事長@工事主任・職長のいずれかの役職にある 3名

の方に携帯電話を配布し、緊急地震速報を携帯電話に送信して注意を促し、地震発生後に携帯電話そ持つ本人や

その周辺の位置情報を含む安否@災害情報を収集し状況を確認した後に他現場や消防・救急に応援要請をすると

いったシナリオのもとで行った(図ー1参照)。また、位置情報の伝達状況を確認するために昼と夜との2回実験

を行い、対象者 10名に災害情報システムの使い心地についてのアンケート調査を行った。

3.調査結果および考察

実験日当日の現場の様子は、A，B，Cの3ケ所のうち lケ所の建設現場では緊急地震速報受信時に現場監督の方

が現場従業員らに呼びかけを行い、避難訓練形式で、実験を行った所もあった。

対象者 10名から得た自由意見を「有効JI問題点JI条件付有効」の3タイプに分けた。

問題点として「文字が小さく見難かったJI文字が大きく見にくかったJI配信されてきたメールの操作をして

いると次のメールの着信に気付かないことがある」という意見があったが、これらは携帯電話の機種による問題

であると考えられる。今回の実験で使用した携帯電話の中には主にお年寄りを対象にした文字が大きく見やすく

作られているものや、他の携帯電話のサイズの半分程度のパータイプで、画面サイズも同じく半分程度のものが

あった。文字が大きすぎる、あるいは画面が小さすぎることによって画面に表示できる情報量が減り、操作の妨

げになることがわかった。また受信フォルダを聞いた状態で新着メールを受信しても着信音が鳴らない機種もあ

った。システムを有効活用するためにも、適した携帯電話のタイプを明確にしておくことが必要である。

メール内容別の評価では、安否確認メールについては、最高点の5が5名で最も多く、安否確認を携帯電話

で行うことについては，特に有効であると評価されている。一方、地図伝達については、安否確認メールと比較

すると相対的に評価が低かった。現場内であれば確認できる範囲内だからわざわざ携帯電話そ用いなくてもいい

という意見や、地図情報の必要性は小さいとの意見も挙げられた。

実験全体の評価で「このシステムが地震防災力向上にどのくらい有効か」という趣旨の質問には5段階評価(

数字が大きいほど高評価)のうち 4以上と答えた人が 8名中(他2名は記入無)、半数の 4名しかいなかった。

その原因は、前述した機種による問題に加えて、メールの送返信ペースが速かったこと、また「選択肢の多い中、

全てを覚えられず何度も見直した、簡潔にして欲しいJI操作方法ー言葉の意味(表現)が分かりにくい」の意

見が出たことからもわかるように、説明文の表現・長さにあると考えられる。

4.まとめ

本実験により発災時の携帯電話のメールによる情報伝達は、有効と考えられる一方で、操作性が機種に依存す

るなどの問題点も明らかとなった。より有用なシステムの構築を目指したい。

[参考文献)1)小池員Ij満，田代直人，内藤克己，高橋郁夫正木和明:リアルタイム地震情報による建設現場の

地震災害リスク低減可能性に関する研究，建設マネジメント研究論文集vo1.13，PP目135- 144， 2006. 

謝辞 本研究遂行にあたり清水建設株式会社名古屋支屈の皆様にご協力いただきました。記して御礼申し上げま

す。また、本研究は、(財)日本建設情報総合センター研究助成事業の課題名「位置情報を利用した発災時建設

現場のための災害情報システムの開発圏実証実験」による研究成果の一部であることを申し添えます。

50 


